
昭和63年

.‘月号
a ③いおィ63

光 t

豆毒ιよ併

動
.6、

"" 

夢
を
育
む
ふ
れ
あ
い
の
輸

O 

恒 i



本
年
度
種
川
地
区
道
路
改
良

六
百
五
十
六

M
と
橋
梁

函
館
開
発
建
設
部
で
は
、
今
年
度
も

純
川
地
区
道
路
延
長
六
百
五
十
六
灯

(下
博
回
橋
ま
で
)
幅
口
十
五

・
五

灯
(
う
ち
同
歩
道
各
三
灯
)
同
道
路

改
良
工
事
と
下
博
国
情
延
長
四
十
九

μ
の
架
け
答
え
工
事
が
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

道
路
改
良
に
つ
い
て
は
十

一
月
末
、

紙
従
に
つ
い
て
は
二
月
末
完
成
を
目

指
し
て
工
事
は
怠
ピ
y
チ
で
進
め
ら

一
基

れ
て
い
ま
す
・
本
年
皮
肉
工
事
費
(
直

按
町
)
は
三
億
三
千
万
円
で
す
。
こ

の
改
良
工
事
は
、
旧
道
々
が
国
道
に

口
引
絡
に
な
り
、
カ
ー
ブ
、
勾
配
等
が

国
道
規
格
に
外
れ
て
い
る
た
め
改
良

が
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

六
十
四
年
度
は
、
本
年
皮
肉
M

引
き

八
百
灯
(
片
歩
道
)
の
道
路
改
良
が

計
画
さ
れ
‘
ま
た
、
旧
住
吉
駅
か
ら

花
石
に
抜
け
る
旧
追
を
バ
イ
パ
ス
に

• • 

昭
和
位
年
度
の
決
算
状
況

国
保
施
設
特
別
会
計
を
除
き
黒
字
決
算

昭
和
六
2
1
二
年
度
の
各
会
計
は
五

川
三
卜

一
H
出
納
閉
鎖

(国
保
施
設

会
計
は
三
月
一ニ
イ
一
日
)
さ
れ
.
そ

の
あ
句
ま
し
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
五
会
計
の
歳
入
総

制
は
七

l
一
億
千
七
行
間
卜
九
万
川

千
円
、
成
出
総
傾
は
七
十
一
位
千
四

両
ニ
ト
八
万
三
千
円
、
差
し
引
き
三

百
二
十

一
万
千
円
の
残
。
(
国
保
施

設
特
別
会
計
三
千
八
百
二
十
九
万
六

千
門
的
亦
字
)
こ
の
う
ち
、

二
千
凶

百
四
十
万
円
を
基
金
に
制
立
し
、

一

千
七
百
六
万
五
千
円
を
六
十
三
年
度

に
繰
越
し
ま
し
た
。

会
計
別
的
決
針
は
次
の
と
お
り

0

・v
一
般
会
計
成
入
は
四
十
三
億
千

山
有
三
十
三
万
六
千
円
、
川
崎
出
が
凹

」
l

二
億
七
千
七
百
六
十
九
万
八
千
円

(繰
越
三
千
六
百
六
十
三
万
八
千
円
)

V
国
保
事
業
特
別
会
計
歳
入
六
億

五
千
七
行
八
十

一
万
九
千
円
、
成
山

六
億
五
千
四
百
四
十
二
万
八
千
円
(
繰

越
三
行
三
十
九
万
千
円
)

'v
国
保
施
設
特
別
会
計
総
収
益
九

億
五
千
品
十
九
万
六
千
円
、
総
費
用

九
億
八
千
八
百
八
十
九
万
二
千
円
(
差

引
単
年
度
純
机
失
三
千
八
百
二
十
九

万
六
千
円
)
赤
字
額
に
つ
い
て
建
設

改
良
積
立
金
二
千
五
百
五
十
六
万
六

千
円
を
処
分
補
て
ん
‘
残
リ
一
千
二

百
七
十
三
万
円
は
繰
越
欠
掛
金
と
し

て
処
理
。

-v
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
六
億

九
千
三
計
二
十
三
万
三
千
円
、
政
出

世
帯
平
均
十
九
万
五
千
四
百
円
に

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
決
ま
る

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改

正
が
六
月
定
例
会
に
お
い
て
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
方
税
法
の
改

正
に
伴
い
、
国
保
税
の
賦
諜
限
度
額

を
現
行
三
十
九
万
円
か
ら
四
十
万
円

に
、
低
所
得
者
の
六
割
軽
減
基
準
額

二
十
八
万
円
は
娼
泣
き
、
四
割
軽
減

世
叩

一
人
当
り
越
準
傾
二
十
万
五
千

円
が
二
十

一
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

の
総
所
得
額
が
前
年
度
対
比
約
五
千

六
億
九
千
三
百
十
九
万
八
千
円
(
繰

越
三
万
四
千
円
)

V
附
い
制
水
道
特
別
会
計
歳
入
五
億

百
五
十
一
万
円
、
歳
出
五
億
六
万
七

千
円

(繰
越
百
四
十
四
万
二
千
円
)

医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力
を

国
保
会
計
的
健
全
化
の
た
め
に

は
医
療
費
の
節
約
よ
り
あ
り
ま
せ

ん
.
加
入
者
の
み
な
さ
ん
の
一
人

ひ
と
り
の
医
療
費
、
国
保
制
度
、

健
康
に
対
す
る
考
え
方
と
、
日
頃

同
心
が
け
よ
り
医
療
費
円
増
加
を

抑
え
る
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
.

国
保
事
裁
の
健
全
運
営
の
た
め

に
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

百
万
同
町
増
と
な
る
こ
と
か
ら
、
国

の
財
政
調
整
交
付
金
等
が
減
額
と
を

り
‘
こ
の
収
入
減
に
つ
い
て
は
原
則

的
に
国
保
税
で
対
応
す
る
こ
と
に
な

り
、
医
療
費
の
お
削
官
級
を
推
定
し
、

財
政
調
整
基
金
七
千
五
百
万
円
を
取

り
〈
ず
し
‘
所
得
制
税
率
百
分
の
七

三
四
を
百
分
の
七

・
三
八
に
改
正
し
、

被
保
険
者

一
人
当
り
五
万
九
千
五
百

四
円
、
前
年
度
対
比
五
問
的
負
担
崎
、

被
保
険
者
一
世
帯
当
り
十
九
万
五
千

四
百
八
十
四
円
、
前
年
度
対
比
三
百

六
十
五
円
の
負
担
増
と
な
り
ま
し
P

、
す
る
調
査
費
も
つ
き
比
較
検
討
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

六
十
二
年
三
月
に
鉄
道
が
廃
止
さ

れ
、
交
通
量
が
噌
え
、
ま
た
、
大
型

パ
ス
の
往
来
も
多
く
な
り
、
交
通
安

全
上
も
長
万
部
町
ま
で
の
、
こ
の
国

道
二
三

O
号
線
の
全
面
改
良
が

一
日

も
早
く
完
成
す
る
こ
と
が
待
ち
盟
ま

れ
て
い
ま
す
.

下博田橋の仮橋 工事

• • 北
海
道
優
良
勤
労
青
少
年
に

高

松

淳

さ

ん

と

西

野

紀

美

子

さ

ん

勤
労
意
欲
仁
富
み
自
立
山
山
豊
か
で
他
の
人
の
模
範
と
怠
る
青
少
年

を
だ
芝
え
、
よ
り
い
っ
そ
う
活
躍
し
て
も
ら
お
う一
ー
と
い
う
道
優
良

釦
労
笥
少
年
の
六
十
三
年
度
顕
彰
式
ガ
七
月
十
六
日
、
桧
山
豆
庁
で

開
か
れ
、
本
町
か
ら
高
松
淳
さ
ん
(
お
歳
農
業
)
と
西
野
紀
美
子

さ
ん
(
引
歳
・
坂
本
建
設
勤
務
)
ガ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

4重
高
松 川

淳
♂

(
ね
歳
)

農

業

神
丘西

野
紀
美
子
ぷ

(
引
歳
)

坂
本
建
設

日
松
さ
ん
は
、
桧
山
北
町
校
を

卒
業
後
、
家
業
で
あ
る
農
業
に
従

事
し
、
市
に
良
く
州
税
を
助
け
、

研
究
熱
心
な
性
格
、
ま
た
今
金
町

四
H
ク
ラ
ブ
に
在
絡
し
、
現
在
は

北
海
道
四
日
ク
ラ
ブ
の
広
報
局
長

内
職
賀
に
あ
り
、
地
域
内
初
活
動

に
は
航
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、

農
業
振
興
の
若
き
担
い
手
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
。

西
野
さ
ん
は
、
桧
山
北
高
校
を

卒
業
後
、
坂
本
建
設
に
就
職
、
温

厚
、
真
面
目
な
性
格
で
職
務
に
対

し
て
も
大
変
熱
心
で
あ
り
、
同
僚

の
信
頼
も
厚
い
、
ま
た
、
地
域
に

あ
っ
て
は
今
金
町
青
年
団
体
連
絡

協
議
会
的
役
只
を
務
め
る
な
ど
、

女
性
会
只
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

制
し
て
い
る
。
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新
た
な
連
携
の
掛
け
橋

「町
づ
く
り
怒
談
会
」

開
催
さ
れ
る

今
金
町
内
m
H
年
会
議

(会
長
仁
木

幹
雄
)
は
‘
六
月
二
十
七
日
今
金
町

を
会
場
に
瀬
棚
町
背
年
連
絡
会
と
相

交流会メンハ記念撮影

レコレ

瓦
交
流
を
通
じ
て
町
づ
く
り
を
考
え

P

4
っ
と
悠
一
脱
会
が
開
似
さ
れ
ま
し
た
。

曙

今
回
の
交
流
は
、
今
年
二
月
に
本

町
で
開
催
さ
れ
た
、
雪
ま
つ
り
の
雪

像
づ
く
り
に
瀬
棚
町
背
年
連
絡
会
が

参
加
し
た
の
を
機
に
感
り
あ
が
っ
た

も
の
で
す
。
懇
談
会
で
共
通
理
解
さ

れ
た
こ
と
は
.
こ
れ
か
ら
は

一
町
だ

け
の
物
的
考
え
方
で
は
主
〈
、
広
域

的
に
刊
年
が
手
を
取
り
合
い
自
町
の

発
展
は
も
と
よ
り
‘
桧
山
の
未
来
の

た
め
互
い
に
述
脱
す
る
方
法
を
採
り
、

今
後
、

一
層
緊
宮
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
を
雌
認
し
合
っ
て
い
ま
し
た
.

第
一
国
交
通
安
全
推
進
ゲ
l
ト
ボ
l
ル
大
会

くそう交通事故死/

町
交
通
安
全
運
動
推
進

委
町
交
通
安
全
協
会
主

催
の
交
通
安
全
推
進
ゲ
ー

ト
ポ

l
ル
大
会
が
七
月
十

一一
目
、
交
通
安
全
車
を
先

頭
に
市
内
パ
レ
ー
ド
‘
交

通
安
全
祈
願
祭

(大
会
前

に
柿
ま
し
い
交
通
事
故
の

犠
牲
者
が
出
た
ば
か
り
で
、

大
会
参
加
者

一
問
、
心
新

た
に
交
通
安
全
を
哲
う
J

に
引
続
き
、
帥
町
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
聞
か
れ
十
八
日
選

手
百

一
名
が
参
加
し
、
肝

盆五

ゲ
ー
ム
を
展
開
し
て
お
り

ま
し
た
.
成
総
(
一
位
の

み
)
は
次
の
と
お
り
。

ツ大会

各競技に熱戦

第

一
位
背
審
会

(選
手

栗
谷
川
徳
山
ぷ
岡
本
進
♂
古
山
梅
干

さ
ん
相
馬
テ
ツ
エ
ぷ
末
世
幸
一

ぷ
)

B
ク
ラ

ス

第

一
位
寿
会
(
選
手
佐

A
ク
ラ
ス

(e • 
々
木
梅
干
さ
ん
渡
辺
ト
ン
エ
ぷ
小
池
ア

サ
ノ
ぷ
町
河
武
雄
さ
ん
町
河
フ
ミ
さ
ん
小

池
章
官
さ
ん
)

高齢者ス ポー

幼
稚
園
運
動
会

農
協
婦
人
部
町
内
パ
ス
見
学

( 4 J 

ボンボン体操やかけっこグ

A
Y
金
幼
維
凶
の
迎
動
会
が
七
月
三

目
、
強
風
で
媒
く
、
砂
ぼ
こ
り
の
舞

う
あ
い
に
く
の
天
候
の
中
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
寒
さ
に
も
ま
け
ず
、

起
向
を
凝
ら
し
た
各
競
技
に
、
お
父

さ
ん
お
母
さ
ん
が
見
守
る
中
、
元
気

い
っ
ぱ
い
走
り
、
踊
っ
て
い
ま
し
た
a

今金の特産品や施設を見て回る

州
牌
協
婦
人
部

(阪
剖
ミ
エ
部
長
)
部
貝
三
十
二
名
は
、
町

的
特
産
品
や
施
設
を
自
分
の
目
で
硲
か
め
よ
う
と
、
七
月
六

日
町
長
も
同
行
し
、
パ
ス
で
町
内
見
学
、
今
金
の
特
産
品
や

施
設
の
実
態
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
ま
し
た
.

鈴
岡
の
畑
地
か
ん
が
い
排
水
事
業
試
験
圃
、
金
原
の
黒
毛

和
極
導
入
状
況
、
八
東
町
軟
白
長
ネ
ギ
の
栽
培
状
況
等
を
見

て
回
っ
た
。
ま
た
、
花
石
町
地
域
特
産
品
セ
ン
タ
ー
、
六
十

五
年
度
完
成
予
定
の
美
利
河
ダ
ム
等
も
見
る
。
そ
の
あ
と
美

河
温
泉
山
の
家
で
町
長

を
囲
み
、
副
担
談
に
入
る
。

ゴ
ミ
の
有
料
化
、
救
急

車
町
利
用
方
法
な
ど
、

身
近
な
問
題
に
活
発
な

質
疑
が
交
わ
さ
れ
て
い

$
6
t
レ
わ
~
。

お遊戯をお踊る園児たち

ポールの行方を真割に見る

作業に汗だすパートの婦人

に襲ト酪五十指 ぴら
汗ぞの工戸定こ大十今
をる王場 1 、をれ服月金
流ぇ婦で 三 間受はの十農
し、がは十捌け、出五協
て各‘ 三 J 八、昨荷日で
いサ共十を+栽年がまは
まイ洗人目 t;培過はで士
すズ、あ途か契産じの冠
。のヒまにら約省ま予三
十 区 ゲ り 線 一 路かり定十
J 別 との初日家ら手で八
E古 作り パ。 ニ f!，i主主:背目
的業、|製十 六 I也、くか

レコレ

今
金
町
高
齢
者
ス
ポ

ツ
大
会
が
、

六
月
二
十
一
日
附
天

少

の
中
、
尚
美
公
園
グ
ラ
ン
ド
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

聞

各
部
落
か
ら
パ
ス
・
ワ
ゴ
ン
車
五
台
に
分
乗
し
て
集
り、

総
勢
三
百
二
十
名
が
五
チ
ム
に
分
か
れ
、
七
種
目
の
競
技

に
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
、
十
四
時
か
ら
今
金
民
謡
研
友
会
等
に
よ
る

芸
能
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
民
謡
に
踊
り
、
カ
ラ
オ
ケ
、
趣

向
を
凝
ら
し
た
寸
劇
に
二
時
間
余
り
、
お
年
寄
り
た
ち
は
、

大
変
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

• (e 

み
ん
な
元
気
い
っ
ぱ
い
走
り
・
踊
る
/

光の里学園運動会

町
山

Y
を
育
む
ふ
れ
あ
い
の
輸
を
テ
!
?
に
七
月
三
目
、

第
十
三
田
光
の
星
学
園
大
運
動
会
が
、
同
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
、
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を

受
け
開
か
れ
ま
し
た
。
朝
か
ら
強
風
、
砂
ぼ
こ
り
の
舞

う
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
各

競
技
に
熱
戦
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

カ
メ
ラ
を
持

っ
た
婦
人
が
園
生
町
走
っ
て
い
る
と
こ

ろ
へ
飛
び
入
り
し
、
手
を
つ
な
い
で
ゴ
ー
ル
す
る
と
云

う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
、
ほ
ん
と
う
に
感
動
と
ふ
れ
あ

い
の
運
動
会
で
し
た
。

おじいちゃんといっ Lょに走ろ

今
金
中
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

八
月
十
九
日
に
青
函
博
出
演

背
函
博
の
お
ま
つ
り
広
場
で
今
金

中
吹
奏
楽
部
(
武
田
笑
部
長
)
部
貝

三
十
三
人
が
八
月
十
九
日
午
後
四
時

三
十
分
か
ら
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
に
よ

る
美
し
い
音
色
で
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

を
背
函
博
で
披
露
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
演
奏
す
る
曲
目
は
、
「
セ

ン
チ
ュ
リ
ア
」
「
コ
ロ
ラ

マ
」
と
、

ポ
y
プ
ス
調
の
も
の
、
今
金
の
歌
な

ど
十
三
曲
を
披
露
す
る
。
ま
た
、
八

:

月

十

六
日
午
後
一
時
一
二
十
分
か
ら
背

生

函
博
公
演
に
先
立
ち
町
民
セ
ン
タ
ー

酔

で
壮
行
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定

酬

で
す
・

て

阿

部
は
、

H
B
C
音
楽
コ
ン
ク

l

凱

ル
で
最
優
秀
賞
を
獲
得
な
ど
、
そ
の

矧

実
績
が
開
く
評
価
さ
れ
て
の
出
抽
出
で
、

き
っ
と
聴
衆
的
心
を
魅
了
す
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

民揺研友会事事ぞろい

に
し
た
大
根
は
、
札
幌

・
東
京
方
面

に
生
食
用
と
し
て
出
荷
さ
れ
、
昧
が

良
い
と
言
う
こ
と
で
好
評
を
得
て
い

ま
す
。
最
盛
期
に
は
、

一
日
三
十
J

を
超
え
る
出
荷
が
あ
り
パ
ー
ト
の
主

婦
も
五
十
名
前
後
の
腐
用
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
十
日
・
当
り
二
十
万
円
を

見
込
み
、
市
場
で
の
産
地
と
し
て
の

位
置
づ
け
も
な
さ
れ
つ
つ
あ
り
、

A
Y

金
男
爵
に
つ
ぐ
今
金
町
特
産
物
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

園生入場行進飛び入リで一緒に走る

〕5
 

〔
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商
工
会
青
年
部
主
催
の
七
夕
ま
つ
り

が
、
七
月
四
日
の
狩
場
太
肢
を
オ
l
ブ
ニ

ン
グ
に
産
蝶
会
館
前
広
場
を
主
会
場
と
し
て

五
日
間
、
チ
ビ
ッ
コ
・
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
縄
と

び
大
会
、
ラ
ジ
コ
ン
力
l
レ
l
ス
、
き
も
だ
め
し

大
会
、
小
花
火
大
会
、
夢
の
箱
抽
選
会
、
オ
l
ク
シ

ヨ
ン
、
ビ
l
ル
固
な
ど
多
彩
な
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

家
族
連
れ
や
大
勢
の
町
民
て

に
ぎ
わ
い
、
七
夕
ま
つ
り

音
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

優勝は逃がLたけど

一生懸命歌いました

〕E
 

〔
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夏の夜に流れ星を見ょう
見られます。 8月12目的活動最脱期には、ベノレセウ

ス座が持ってくる夜半から明け方にかけて、 1時JUJ

に50個以上町流れ星を見ることができます。

特に今年は 12日が新月ですので月明かりもなく、

この流星1砕を観察するには絶好的条件とな っていま

す。またこの期間には他の小さな流星群も活動して

いますので、 1年中で最も多くの流れ昼が見られま

す。

夜空にス yと光町筋をひい

て、一瞬のうちに消えてしまう流

れ星。みな さんの中には願い事を唱え

てみた人もいらっしゃるかも知れません。

そこで夏休みを利用して、流れ星をながめて見るこ

とにしましょう 。

きて、ながめているだけでは、という人は簡単な

“観測， をしてみましょう。それは一定時間当たりに

流れた流れ星の数を数えるのです。毎日時間を決め

て行うと日々の変化が、あるいは一晩のうちでの出

現数の噌減をグラフに表すことができます。

写真を搬ることもできます。流れ星の出現方向(ベ

ノレセウス座の方向)にカメラを向け、三脚などで固

定して、絞りは開放にして高感度フィノレムを用い、

10-20分露出します。好運に悲まれれば、日周運動

する島町軌跡の上に流れ星の光の筋をとらえること

カさて'きるて'しょう 。

これらの流れ皐的多くは、突は太陽系内の非常に

小さな(数ミリグラムから数グラム)チリや氷の粒

が、高速(秒速数十キロメートル)で地球大気に飛

び込んできて光っているのです。

-光の筋を写真に揖ろう

.8月12日lまベルセウス座涜墨棋の飯盛期

月のない暗い夜には、ふつう 1時間に数倒的流れ

星を見ることができます。また 1年のある時間には、

もっと多くの流れ昆が空のある決まった方向から流

れるのが凡られます。これを流星群とよぴ、それぞ

れその飛んでくる方向の星座の名前がつけ られてい

ます。なかでも 8月は、最も多くの流れ星が見られ

るべノレセウス座流星群が活動するときです。

ベノレセウス座流昼群は 8月初めから20日ごろまで

(・• 

ゐ
口幽
圃
圃
圃
圏

米
な
ど
を
も
ら

っ
て

い
る
で
し
ょ
う
.

お
ば
さ
ん
の
だ
い
じ
な
お
ひ
な
様
だ

ん
と
と
り
か
え
た
ん
で
す
よ
ね
。

械
は
、
き

っ
と
せ
ん
そ
う
で
、
し
ぬ

よ
り
は
、
自
分
を
だ
い
じ
に
ま
も

っ

て
く
れ
た
。
お
ば
さ
ん
の
た
め
に
な

る
ほ
う
が
い
い
と
お
も
い
ま
す
よ
。

そ
れ
か
ら
、
お
ば
さ
ん
は
、
お
か
あ

さ
ん
を
に
く
ま
ず
‘
せ
ん
そ
う
を
う

お
か
あ
さ
ん
の
紙
び
な
を
よ
ん
で

ノ

花
井

お
ば
さ
ん
、
せ
ん
そ
う

っ
て
ほ
ん

と
う
に
い
や
で
す
ね
。
せ
ん
そ
う
の

た
め
に
、
何
万
人
の
人
が
し
ん
で
、

せ
ん
そ
う
の
た
め
に
、
た
べ
も
の
が

な
く
て
〈
る
し
ん
で
い
る
人
も
た
く

さ
ん
い
る
し
、
わ
た
し
は
、
せ
ん
そ

う
が
に
〈
た
ら
し
い
で
す
。
「
い
き

る
た
め
、
い
き
る
た
め
」
と
い

っ
て

だ
い
じ
な
ふ
く
、
だ
い
じ
な
も
の
を

②
 

ヲ島句曹富j，，~~.

園
生
の
輝
〈
障
の
中
に

希
望
を
み
つ
け
る

指
導
員

星

祥
子
ぷ
側

祥
子

今
帯
、
短
大
幸
半
業
し
て
光
の
単

学
聞
に
勤
め
ま
し
た
。

『毎
日
が
新
し
い
出
会
い
、
そ
し
て

発
見
の
連
続
で
す
。
阻
生
町
蹴
く
崎

町
中
に
新
し
い
希
望
を
み
つ
け
た

今
、
少
し
だ
け
の
勇
気
と
自
信
を
も

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
気
持

ち
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

星
さ
ん

は
喜
茂
別
町
出
身
で
三
人
姉
妹
内
長

女
、
築
家
は
ジ
ャ

ン
ボ
食
堂
を
経
営
、

趣
味
は
詩
を
舎
く
こ
と
、
ス
ポ

y

は
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
大
変

明
る
い
娘
き
ん
で
す
@

初露宮万戸閉均zr均芦

「
・

~

/
「
/
九
一
一
¥

「
/
〆

ヘ ¥

3えれ星

ー
と
う
!
と
に
く
ん
で
や

っ
て
く
だ

さ
い
。
そ
れ
で
も
お
ば
さ
ん
は
、
お

か
あ
さ
ん
の
気
も
ち
を
わ
か
っ
て
あ

げ
て
よ
か

っ
た
ね
。
紙
の
お
ひ
な
き

ま
は
、
ふ
つ
う
の
お
ひ
な
さ
ま
よ
り
、

す
き
に
な

っ
た
お
ば
さ
ん
だ
か
ら
き

っ
と
、
紙
の
お
ひ
な
さ
主
の
ほ
う
が

ず
l
と
ず
!
と
き
れ
い
だ

っ
た
ん
だ

っ
て
ね
。
も
し
あ

っ
た
ら
紙
の
お
ひ

な
さ
ま
お
し
え
て
ち
ょ
う
だ
い
ね
。

お
ね
が
い
し
ま
す
。

「
み
ん
な
の
広
場
」
は
、
町
民
的

皆
さ
ん
に
投
稿
し
て
い
た
だ
い
た
作

品
を
紹
介
し
た
り
、
皆
さ
ん
の
伝
宮

を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
.

七
月
十
四
日
(
木
曜
日
)

今
小
三
年

大
西
ち
ひ
ろ

今
日
は
、
お
母
さ
ん
に
あ
み
物
を

お
し
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
二
本
町

ぼ
う
ば
り
で
毛
糸
を
あ
み
ま
す
。

そ
し
て
、
さ
い
し
ょ
の
一
だ
ん
的
は

と
っ
て
も
む
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。

一
だ
ん
め
の

と
こ
ろ
は
う
し
ろ
に
や

っ
て
、
二
だ
ん
は
前
向
方
に
や
り
ま

す
。
前
向
方
が
む
ず
か
し
か
っ
た
で

す
。
お
母
さ
ん
は
、
三
」
の
ま
ま
つ
づ

け
る
と
、
マ
フ
ラ
ー
は
六
年
生

f
ら

い
に
で
き
る
か
な
口
っ
て
言
っ
て
い

ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
な
れ
て
き
ま
し

た
。
わ
た
し
は
、
も

っ
と
も
っ
と
上

手
に
な
っ
た
ら
、
お
に
ん
ぎ
ょ
う
の

て
、
ス
プ
ー
ン
の
よ
う
に
な

っ
た

も
の
で
食
べ
る
の
で
す
。

夏
に
氷
を
珍
軍
し
て
食
べ
た
の

は
昔
か
ら
の
こ
と
で
す
.
日
本
書

紀
に
も
、
地
面
を
掘
っ
て
氷
を
保

存
し
た
こ
と
が
蹴
っ
て
お
り
、
削

氷
(け
ず
り
ひ
)は
、
宴
席
の
献
立

と
し
て
出
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

保
存
し
た
天
然
氷
を
使
っ
た
氷

水
め
屈
は
明
治
の
は
じ
め
こ
ろ
か

ら
あ
り
、
明
治
中
則
か
ら

は
人
工
氷
が
出
回
り
ま
し

た
。
そ
れ
が
今
で
は
、
水

は
家
庭
内
冷
蔵
庫
で
作
句

れ
る
よ
う
に
な
り
、
屯
気

か
き
氷
器
は
、
お
中
元
町

品
と
し
て
も
人
気
が
あ
り

ま
す
。

(懐
古
)
ブ
ー

ム
で
氷
旗
を
よ
く
見
か
け

ま
す
が
、
氷
も
世
に
つ
れ
て
変
わ

っ
て

い
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
夏
は
冷
た
い
も
の

の
食
べ
過
ぎ
や
食
中
毒
の
多
い
季

節
。
八
月
町
第
一
月
曜
日
か
ら
一

迎
問

(今
年
は
八
月

一
日
か
ら
七

日
ま
で
)
は
、
食
品
衛
生
週
間
で
す
。

こ
の
期
間
中
は
食
品
衛
生
監
視
貝

の
監
視
活
動
が
強
化
さ
れ
、
ま
た
、

食
品
衛
生
思
想
普
及
の
た
め
の
行

事
が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

「
氷
」
と
い
う
文
字
に
、
涼
し

気
な
械
な
ど
を
あ
し
ら

っ
た

「
氷

旗
」
が
庖
先
に
つ
る
さ
れ
て
い
る

の
は
、
ま
さ
に
夏
の
風
物
詩
で
す
。

そ
の
氷
旗
を
見
て
、
干
供
た
ち

が

「
あ
っ
フ
ラ
y
ペ
の
応
が
あ

る
」
と
言
っ
て
い
る
の
を

見
か
け
ま
し
た
。
か
き
氷

は
、
現
代
っ
子
に
と

っ
て

ア
イ
ス

・
フ
ラ
ン
ペ
な
の

で
す
。

「一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

フ
ラ
y
ベ
と
は
、
か
き

氷
に
リ
キ
ュ
ル
を
か
け

た
り
、
果
物
な
ど
を
飾
っ

た
も
の
を
い
う
よ
う
で
す
@

た
し
か
に
そ
の
庖
で
は
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
器
に
か
き
や
小

を
入
れ
、
派
手
な
色
の
清
涼
飲
料

を
か
け
た
フ
ラ
y
ペ
を
売
っ
て
い

ま
し
た
。
ス
ト
ロ
ー
の
先
が
聞
い

¥ . • 
ょ
う
服
と
か
マ
フ
ラ
ー
を
作

っ
て
み

た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
が

句

い徽友主総民土装H邸
わ 子 ご の 錆a宿}ひの
しは雲iぴのの手て
雲i軒以や L 活f鋭Eの
-~探品ど鉄王板E をせ
期ごしか路ー掲tよわ
-Zをりに(，ぎし
会えりは姻2土rる 〈
のタTしる用4蜘〈動2
旅E椿tる夏主人h妹む〈
な浅fののか
る 瀬巳雨2 糸Iき
やか 氷再

な

俳子三づ議場委P
ゅ う

砂船 木 19c有ちな

(61年10月3日生まれ)

船木実さんの長男

[親から] 名前町様にゆったりとゆっ

くりと長い時をかけて何かを見つけて

ほしいなと思う今日この頃です。

レ
ト
ロ

1
 

8
 

{
 

と
っ
て
も
た
の
し
み
で
す
。

今

野

黙

堂

藤
村
と
く
一
一
一

今
村
由
井
子

吉

田

正

恒

蓑

島

ア

イ

柴

谷

澄

子

辻

知

子

戸手1)男1)俳句会

キ

〕9
 

〔

4舘野ひ か り 九

(62年 B月9日生)

舘野俊，享さんの長女

[親から] 明る〈元気に、そして、

ラリ
¥ 



お
V
国
民
年
金
納
付
図
離
な
方
は
免
除

の
手
続
き
を

国
民
年
金
的
保
険
料
を
納
付
す
る

対
象
は
、
第

一
号
被
保
険
者
だ
け
で

す
が
、
も
し
保
険
料
を
末
納
に
し
ま

す
と
、
こ
の
則
聞
は
年
金
計
引
の
対

製
と
し
な
い
た
め
、
将
来
年
金
を
受

け
り
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
ど
う
し
て
も

保
険
料
を
納
め
句
れ
な
い
万
は
、
巾

約
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
保
険
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
。
(
所
得
な
ど
一
定
基

準
以
下
で
あ
る
こ
と
)

な
お
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た

朋
川
に
つ
い
て
は
、
年
前
ま
で
さ

か
の
ぼ

っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
免
除
を
受
け
た
矧
聞
は
、
年
金

制
を
計
幻
す
る
と
き
に
保
険
料
を
納

め
た
場
合
内
三
分
の
一
に
な
り
ま
す

8月みんな

‘ある 自のあなた. 写真をさ Lあげます

の
で
、
生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き
た
と

き
は
.
ぜ
ひ
保
険
料
を
追
納
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ハ町
民
福
祉
諜
年
金
係
v

献
血
の
お
知
ら
せ

八
月
十
八
日
(木
)移
動
保
山
市
中
が

来
ま
す
、
役
場
前
九
時
l
十
凶
時
ま

で
、
民
協
事
務
所
機
十
四
時
十
五
分

1
4
六
時
ま
で
で
す
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。(
町
民
相
祉
課
衛
生
係
)

公
衆
浴
場
休
曜
の
お
知
ら
せ

八
月
二
十
二
日
(
月
)

1
同
二
十

六
日
ま
で
の
五
日
間
、
ボ
イ
ラ
ー
務

仙
在
検
の
た
め
休
業
い
た
し
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

(
町
民
制
制
課
衛
生
係
)

数
急
車
の
利
用
方
法
に
つ
い
て

ー
、
町
内
で
発
生
し
た
事
故
、
九
日
心
的

待
内
山
心
者
向
収
容
に
つ
い
て
は
町

内
の
病
院

へ
必
ず
収
容
し
ま
す
。(
也

者
か
ら

mu外
病
院
へ
の
要
請
が
あ

っ

て
も
で
き
な
い
)

2、

H
附
、
悦
即
日
小

H
専
は
、
北
部
三

町
内
当
番
医
に
収
容
し
ま
す
.

3
.

転
院
、
転
送
の
場
合
は
、
収
容

さ
れ
た
病
院
(
医
師
)か
ら
の
転
院
要

摘
が
あ
れ
ば
侶
外
も
山
動
し
ま
す
。

(例
人
的
な
市
古
川
に
は
応
じ
ら
れ
ま

せ
ん
)

(
姶
山
広
域
消
防
組
合
今
金
支
署
)

「
特
段
人
権
心
配
ご
と
相
政
所
」

の
開
段
に
つ
い
て

社会福祉協議会だより 6(3敬紘7略110 

〈韓首牛町〉 〈乙部町〉 さん外崎量血庖、外重

車川世圭 三"櫨壷回開 !I.!i屈今金郵匝局佐

〈函富市〉 〈車京都〉 木々作太郎、館田i主同

館和夫、佐藤勇治、岩 轟田豊町 今金町議会、中島スポー

捜全自:、凶楠童全、新生 〈今金町〉 少での瀬瞳司、山口置、

圏、明生園匝桂蓮華註 伊藤フミエ、山本英二、 今量町小川豊君、 7カ

計事務所 杉山青果大倉啓太部 ンアスト7 神丘小PT

〈調副町〉 今金老人クラブ、今金町 A会長、今金町商工眼光

輯入世子、輔1117，加 民生委員協議全相工連 韓水上壇雄佐々木童

賀谷相子 宮大相谷正雄、富田守 物、尾昨哲夫、文壇アサ

〈留闇市〉 国富田淳子、太田久実 子、萌寿し坂本昌良

大辻車、二本問先干 子、抽草コト工、白山昭 吉田主宰臣、黒沢商金、

〈北住山町〉 作盟田マサエ、安西国 折原市問、和田守、三

北陸山ライオμXクラブ 干曹の去、 安西長四郎 埠櫨惜武、酉田商白 t長

東ハイヤ一、 jt山輩ー 読売新聞今金匝売3折、北 本摺子、 垣内瀧一、今金

北山由子、韓国信芳 権遭担任松本正芳、ス 町障害児をLつ誼の圭

〈畳万部〉 ナd帯、今金八幡富、 撞川郵置局、桜田世場、

出水清子高橋盛雄 田井中時、 戸室忠義、今 北部桂山車壇南生、 吉田

〈札槽市〉 金町職員組合、今金町母 クリーニング、小池みち

小林拍男、斉下主男、担 子会、カナリヤ合、今村 こ.佐々 木童相、神丘小

山昭惜 措近藤謹量、ツパlli 宇佐、村上揮太郎、吉田

〈轟町〉 油、植田順子、日野スト 吉郎、桂川小宇佐父母t

金丸豊ー ア、イイダ呉服届、 三津 先生め金、撞111部落体育

〈江差町〉 蝿和夫、君ちゃんラ メ 撞興会、撞川婦人告、山

下同事枝、福島福~、野 ノ量向tも、荒井署作 遊金、働I(老人クラプ、

自奇書ー、曹困層芳、田園 川村均、山t記華、 骨 川村安太郎、水野菊ft.
サキ 内正夫、安藤曹、石井 今金ライオノズタラプ

〈厚沢部町〉 輔干、河島キヌ 松永ツ

北島武雄 ナ、外山瞳昔、今金1I( 

際光の虫学園.11寿図鑑金福祉協録会へ多額のご.，附ゐ')が左ヲございました.

(10) 

特
設
人
権
心
配
こ
と
相
談
所
が
左

記
の
と
お
り
開
放
さ
れ
、
相
賊
に
は

地
元
人
権
擁
護
委
艮
と
法
務
局
職
員

が
当
た
り
土
地
、
家
屋
町
貸
借
、
親

子
、
夫
婦
金
銭
、
登
記
、
近
隣
町

い
ざ
ヤ
」ざ
等
身
近
な
法
律
問
題
等
心

配
ご
と
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
相

談
内
容
に
つ
い
て
も
一
切
絡
官
が
苛

ら
れ
、
無
料
で
す
。

戸
し

三ロ

一
、
相
談
日
八
月
二
十
六
日
(
金
)

二

、

場

所

今

金

町

民
セ

ン
タ
ー

三
‘
地
一正
人
権
擁
議
委
只
は
次
的
方

て
す
。

八
幡
町

日
ノ
山
町

吉
田
正
恒
さ
士
@
0
3
3
5

狭
山
勝
昭
ぷ
②
0
0
1
2

八
幡
町

阿
知
世
公
子
ぷ
②
0
1
7
4

〈函
館
地
方
法
務
局
〉

第18回産業まつり行事予定表

< 8月13日〉

・びっ〈 りm (1J;行者天匝1)

・町内 部部対抗出芸大会

-盆踊り大金 13目、 15日、16目、 19目、20日

(20日は仮装踊り大全)

• • 

• • 

摂 目 対HI.者 実施日 時 IUI 対象地区 実施合場 備 考

l日開 老人福祉セノ 7ー

① 般 相 t車 全 住 民
8日開)

全地区
今金町民セ ンター

健康相談、保健指導10: 00-15: 00 
22目的 " 
29日間 H 

② 1l 相 生雄6、9ヶ月児
受付時間

全地区 今金町民ケノター児 談 4日附 保健指導
13 田-13:30 

妊婦相談 畳付時間
検尿、血誼検査、子診

③ 
( 母 親 学 級 )

妊 婦 の 方 9日ω 全地区 今金町民センター 体重測定、訟療、保健
12 : 45 -13 : 30 

指導、歯科指導

@ 
モデ ル 地区

樋川地区住民 10日制 種川地区9 :30-15:∞ 種川生活館 結果報告会
検 診 報告全

育 児 講 座 ヶ 月 児
畳付時間

身体計測、保悼指導3 

⑤ 
9 :30-10:00 

畳付時間
全地区 今金町民センター

身体計測、保健指導、
1L 児 健 ~ふ 4.7. IO、12ヶ月児

12:30-13 ∞ 診察、歯科指導、神経芋

⑤ 股 1見 健 主ま
2ヶ月と

22日開) 全地区 今金保健所 股関節X線写真13: 00-14: 00 
25日以上の乳児

⑦ 無医地区巡回診癒 全 住 民 23日('kI 14・30-15・30 全地区 今金町民センター 診療科目 箆形外科

③ 
3歳 畳付時間

全地区
身体計測、診療、歯科指

3 歳児 健 診
2.3、4、5ヶ月児

25日附 今金町民センター
13: 00-14: 00 導、保縫指導、栄養指導

23日伏)
受付時間

下地区幼児 国 {最 病 院
13: 20-13: 30 

l期 l回目 H 3 -8週間あけて 3回
⑨ 3種混合予防接種 24日附 市街地幼児 今金町民センター

24-48ヶ月児 12:50-13∞ 接種

H 

26日幽 上地区幼児 極川小学校
12: 50-13: 00 

4ヒ

< 8月14日〉

・良市産物試食会

・営林署オ 工tiL品即売全

・地域特産品生産組合即売会

.駅 伝腕走

・盆栽展示会

・ふるさとふれあい広場

ロ y クパンド梢奏、なわとび大金、僻っ

き大会、今金中学校吹奏出、 Jれあい出

芸会、大水遊大会、ぴった Lカンカン、

民絡のタベ、サマー歌話ンヨ一、郷土芸

能、持場太鼓、鬼能太鼓

< 8月16日〉

• j免潟大会

※各行II;;4)時!日l等は 、別途作戸に配付され

るチラ ンをご覧く ださい.

産業まつり期間中のバス停変更と、

歩行者天国内の駐車禁止のお知らせ

ます。.ふるさと広場と歩

行者天国は13日午後 1時か

ら14日まで車内乗り入れ禁

止にご協力下さい。

-函館パスターミナノレは、

B月13日の快速せたな号午

前7時4分発の利用以外は

13目、 14日の 2日問、宮凹

医院前が臨時停車場になり

〕1
 

1
 

〔



日月の休日当醤医

まま③5011

E⑦3021 

Eえ(，ヒ宇宝山)~Iii 平7日

E②0324 

合②0221

榔j)

金)

院(瀬

院(今

1î~ 

医

山奇

出

禍

M 

M 

14日

21日

金)今金町図保病院(今28日

令令。gゅ 住民の副館 令令。gゅ

現在

前月対比

8，167人 (ー16)

3，964人 (-9 ) 

4，203人(ー7)

2，510世帯(- 6 ) 

末月6 

人口

9} 

t 
世術数仁

主弐
• ~ .;吃 ，>

と¥i(q 
尽訟ノ

長女)商工団地

2 9J)八鈴

長女) 本町

長邦)大和町

2労)金jf，¥中央

2女)末広町

2男)大和町

ロ おたんじようおめでとう

6月19日 (雄次さん

6月22日 (平日男、

6月24日 (雅仁三

6月初日 (恭ーさん

6月30日(良智弘

7月 6日 (敏弘さん

7月6日(雅直、

な

な

な

な

な

な

れ

ス

え枝
相介
u
穏
や也

A
?柴
平
皿

旧
日
配

山
啓

ム

美

U

知
門達
a
其
N

宏

倉

崎

野

田

藤

川

井

大

谷

中

岡

伊

荒

石

固 いつまでもお Lあわせに

克哉さん(東町)~細川友紀三(東町)

利文九 (末広町 )~室谷まどかな(東町)

孝司さん(末広町)ニ高田 美紀三(北桧山町)

手づくり郷土の総はがき発売

町
観
光
協
会
は
、
郷
土

の
風
景
を
あ
し
ら
っ
た
手

づ
く
り
の
暑
中
見
舞
い
絵

は
が
き
一
万
二
千
枚
を
印

刷
、
観

光
P
R

と
し
て

売
り
出

し
て
い

る
。
会

民
が
そ

れ
ぞ
れ

均
九
円
ザ

ラ
ニ
寸

τ

ゆ

@
れ

i
t

m
R-

ezす
止問主や

9
S
A-団

総町

曙町

昭和町

上稲穂

高英町

下メ yプ高台

発
行
/
北
海
道
合
金
町
役
場

f
LM閉②

0
4
l
A
1
4
l

番

%細川

%演四

%越中

83品E

42歳

68歳

87歳

84品K

52歳

圏おくやみもうしあげます

6月29日

7月 1日

7月 9日

7月II日

7月16日

7月17日

垣本隆五郎、

水田美津夫、

亀谷静江、

佐々木セ yさん

大東 里明さん

奥田 太 郎さん

手
分
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

絵
や
文
を
ま
と
め
た
も
の
で
三
枚

一セ

ァ
ト
百
二
十
円
。
商
工
会
、

農
協
な
ど
に
依
頼
発
売
し
て
い
る
。

間
一

戸
湖
一

L
ヘ
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〔

ー-
"fJム1

hぺ時司
ft/fi "'~ み
fJ占品

阻 ~~ /;ワ

金
原
小
学
校
で
は
、
七

月
二
日

P
T
A
の
労
力
奉

H
H
・

仕
に
よ
り
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

=ロ

ス
と
ミ
ニ
プ
ー
ル
(
十
一

円
り

μ
×
三
・五
八
幻
深
さ

0
・

智
也

七
五
灯
)
を
完
成
さ
せ
た
.

巳

七
月
五
目
、
水
温
二
十

レ

三
度
室
温
三
十
三
度
の
中

J
プ
l
ル
聞
き
が
行
わ
れ

一

児
童
た
ち
は
久
し
ぶ
り
の

プ

プ
ル
に
水
し
ぶ
き
を
上

り

げ
て
大
喜
び
で
し
た
・

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


